
アウトリーチとピアサポートを考える 

～イギリス・アメリカの取り組みから学ぶ～ 

 

日時：2017年12 月23 日（土・祝）11：00～16：00 

会場：埼玉会館 ３F ３C 会議室 
 
講師：佐々木理恵（リカバリーカレッジたちかわ） 

   相川章子（聖学院大学） 

谷口研一郎（佐賀 ACTplus） 

      久永文恵（地域精神保健福祉機構） 

司会：坂本明子（久留米大学） 
 

＜本日のスケジュール＞ 

11:00-11:05 はじめのご挨拶 

11:05-12:05 イギリス リカバリーカレッジについて：佐々木理恵さん 

12:05-12:10 休憩または時間調整 

12:10-13:10 アメリカ・フィラデルフィア：相川章子さん 

13:10-14:10 お昼休憩 

14:10-15:10 マディソンモデル：谷口研一朗さん・久永文恵さん 

15:10-15:15 休憩または時間調整 

15:15-15:55 全体シェア 

15:55-16:00 おわりのご挨拶 

☆休憩については、進行状況によって適宜調整いたします。 

 

主催： 

 

後援： 

 

協力： Cheers 



Ø

Ø

Ø

Ø

5

2



Ø

Ø

Ø

Ø

Ø

•

•

• à

•

•

•

•

•

•

8

Central and North West London 

Recovery & Wellbeing College

https://vimeo.com/125774990 →

(Perkins, et al; 2012 
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Box3

Defining the roles of peer workers 

mental health practitioners and support staff

Box3 Defining the roles of peer workers 

mental health practitioners and support staff

Peer support 

workes

mental health 

practitioners

Non-Peer

support staff

Box4

Common myths and  misconceptions 

about peer workers
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Madison Modelから
アウトリートとピアサポートを考える

在宅療養支援診療所 より添いとたい話の診療所
谷口 研一朗

認定NPO法人地域精神保健福祉機構
久永 文恵

アウトリーチとピアサポートを考える 2017.12.23. アメリカウィスコンシン州デーン郡

人口
・ウィスコンシン州 約571万人
・デーン郡 約49万人 ・州都マディソン市 約23万人

3

ウィスコンシン州・マディソン市の概要

ウィスコンシン州
• Dairy Country（酪農の国）
• Badger State（アナグマ州）
• ビール、チーズの名産地
• 有名なスポーツチーム︓

グリーンベイ・パッカーズ
（NFL）

ミルウォーキー・ブルワーズ
（MLB）
• 「大きな森の小さな家」の舞台
• 千葉県と姉妹県州

マディソン市
• ウィスコンシン州の州都
• 人口約23万人

(⽩人︓86%・⿊人︓6%)
• 北海道帯広市に気候が似ており、

姉妹都市
• キリスト教徒が80%

(プロテスタント:50%
カトリック:30%)
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マディソンモデル︓デーン郡成人精神保健サービスシステム

• 1960年代︓脱施設化が始まる → 地域での生活の場が十
分でないまま、地域へ

• 病院での訓練が地域で生かされず、頻回入院を防ぐことがで
きなかった（回転ドア現象）

• 1974年︓各郡が地域サービス及び入院治療の責任をもつよ
う規定

• デーン郡成人精神保健部︓公的機関と⺠間団体のパートナー
シップを構築 → 現在は21非営利機関による63プログラ
ムと契約（1995年までに必要な要素は備わった）

• 大切な考え⽅
①リカバリー ②利⽤者主体 ③ストレングスに基づく



デーン郡成人精神保健サービスシステム
デーン郡福祉局

成人地域サービス部
成人精神保健サービス

サービスへの委託契約 -- 21機関63プログラム

危機介入 地域支援プログラム 住居サービス

包括的地域サービス(CCS)

デイサービス
・オフ・ザ・スクエア・クラブ
・ヤハラハウス－クラブハウス
・カシヤハウス－東南アジアの人たちを対象
・東南アジアの寺院

・24時間対応の緊急サービス
・危機安定化プログラム︓リカバリーハウス、
クライシスホーム、アウトリーチワーカー

・ケアセンター
・リスクがある成人向け

精神科入院治療
・メンドータ精神保健研究所
・ウィネベーゴ精神保健研究所
・3つの地域総合病院
・バッジャープレーリーヘルスケアセンター
・デーン郡外の専門的治療機関への紹介

アクセス／照会
・リカバリーデーン
・リソースブリッジ
・給付⾦スペシャリスト
・財政的支援コーディネーションプログラム

精神療法
就労支援サービス

・IPS 個別就労支援
・ヤハラハウス－クラブハウス

ホームレス サービス
・過渡的住居
・ハウジングファースト
・住居とアウトリーチサービス

・8つのグループホーム
・個別の紹介
・クライシスホーム
・短期ケア
・３つのまかない付きホーム
・支援付きアパート
・政府が補助⾦を支給する住宅

ケースマネジメント
・ケースマネジメントを目的とした3つのプログラム
・2 つの拘置所転換ケースマネジメントプログラム
・ヤハラハウス

・代理受取人
・裁判所の命令による評価

・ケースマネジメントを含む⼀連の⼼理社会的
サービス

・開かれたサービス提供機関のネットワーク

・5つのCSP（地域支援プログラム）チーム
・PACT︓パクト

ピアサポート
・リカバリーデーン／SOAR︓ソア
・CSP︓地域生活支援プログラム
・Chrysalis:クリサレス
・アウトリーチワーカー

薬物療法支援サービス

トラウマにかんするサービス
・家庭内暴⼒介入サービス
・レイプクライシスセンター

他のサービス

地域
サービス

•ヤハラハウス
•カシヤハウス
•東南アジアサービス
•精神病発症時からリカバ
リーを促す(PROPS)

•包括的地域サービス(CCS)

地域支援
プログラ
ム

•ゲートウェイ CSP 
＆フォワードソルー
ション CSP 

司法
サービス

•条件付き釈放
•コミュニティト
リートメントオル
タネティブ (CTA)

緊急
サービス

•ベイサイドケアセンター
•危機介入
•リカバリーハウス

ジャーニーメンタルヘルスセンター
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• 精神疾患のある人が対象（ホームレスの人
も多い）︓18才以上でデーン郡に居住

• ⽇中に⽴ち寄れる場所
• サービス︓
1. 無料の温かい⾷事の提供
2. 電話・インターネット・テレビ・洗濯機

や乾燥機の利⽤
3. ピアサポート
4. クラブの中での仕事体験
5. つながりをつくる機会
6. 緊急時のサービス
7. 情報提供やサービスへの紹介
8. グループ活動やボランティアの機会

オフ・ザ・スクエア・クラブ

11

• 1972年にACT(包括型地域生活支援
プログラム）を開発

• 開発にかかわったデボラ・オールネ
スのことば

「治療と安全性は、治療施設の壁の中で
のみ提供されるという、根拠のない確信。
この誤った思い込みは多くの場合、病院、
グループホーム、作業所などの最も制限
のある環境へ不適切に入所させるきっか
けとなる。

PACT は、“最も制限の少ない選択肢”を
重視する。」

PACT: Program of Assertive Community Treatment

←   ↑この場所から始まった

ACTの特徴
対象者

・既にある支援サービスでは
地域生活の継続が困難な人た
ちを対象
・⻑期入院・精神科救急サー
ビスの頻回利⽤

訪問（アウトリーチ）
利⽤者が生活をしている場に、
スタッフが積極的に訪問

超職種チーム
看護師、精神保健福祉士、作
業療法士、精神科医、就労支
援の専門家、ピアスタッフな
ど、さまざまな職種で構成

利⽤者の希望・ニーズにそったサービス
（個別化されたサービス）

利⽤者の希望する生活を実現していけるよう、
それぞれのニーズに応じてサービスを提供

1日24時間 365日対応
⽇中の訪問が主だが、1⽇24時
間365⽇、チームにアクセスが
可能

⽣活⽀援と医療が結合
生活の質を良くする、さまざ
まなサービスを提供



 PACTの朝のミーティング
 全利用者のレビューを1

時間くらいで
 スタッフは21人
 15％は裁判所命令で服薬
義務

 1/3にクロザピン使用
 50％にメタボリックシン
ドローム

 Dr.Bに同行
 診療スタイルはほぼ
日本のACTと同じ

 合併症治療は外部の
ドクターが計画を立
て、処方はPACTチー
ムドクターが行う

 訪問は多くても1日2

〜3件
 140人を担当

 なんか日本と比べて
余裕がある印象

 女性が多い
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• ウィスコンシン州の認定資格

• 2010年に最初の試験を実施

• 約400名が認定を受けている

• 40時間の研修⇒試験⇒認定

• 2年ごとに更新︓20時間の継続教育
を受けることが必須

• 主な勤務先
地域支援プログラム、⾃⽴生活セン

ター、ピア運営の短期滞在施設、支援つ
き住居プログラム、危機介入プログラム、
クラブハウス、就労支援などなど

認定ピアスペシャリスト
ピアスペシャリストは

″ゲームチェンジャー″
「これまでの固定観念を変え、

変化をもたらす」

ピアスペシャリストの役割は多様

その人の働く場に応じて柔軟に動く

• ⾃分のリカバリーの経験を道具と
して活⽤

• リカバリーに役⽴つ情報を提供

• 精神保健や依存症などにかんする
情報を提供

• 危機的な状況にかんする支援

• ⾃己決定を促す

• 他の支援者とのコミュニケーショ
ンを円滑にする

15

新たな動きとして…
家族の認定ピアスペシャリストの養成︓
• 若い家族が精神的・社会的に体験する困難や、薬物使⽤の⼼配ごと
に対して支援を提供する

• 知識や役⽴つスキル、変化や成⻑への希望を持ち続ける、ロールモ
デルとなる

認定ピアスペシャリスト

認定ピアスペシャリスト
ネットワークミーティング

• 月1回開催︓ピアスペシャリストとして働いている人、ピアスペシャリ
ストに興味のある人などが参加

• ピアスペシャリストのキャリア形成なども話題に

SOAR

•今年9月で20周年
•現在、120人をケースマネ
ジメント

Recovery 
Dane

• 2011年から活動
•情報提供と紹介、アセス
メント

• 5人の認定ピアスペシャリ
ストで月300件の相談

Solstice

•レスパイトの場。無料
•最大5日間の利用で年2〜3

回まで
•ウォームライン
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Solstice（至点） ハウス

• 認定ピアスペシャリストのみで運営
• 誰かに紹介されるのではなく、その人が利⽤したいと思っ

たときに⾃分で連絡をして利⽤
• 最⻑5⽇間滞在できる
• ウォームライン︓24時間対応の電話相談・緊急性が低いも

の（例︓さみしい・眠れない・寄り添ってほしい）

「いくらかの希望を置いていってね」

IPS
• ⼀般就労を支援、職場開拓も。

• 常勤のPeer Specialistが3人、非常勤が1
人。1人で14〜18人を担当。

• 常勤のESが4人。各20人を担当。外部の
サポート（CSP、SOARなど）と連携。

POPS
• 2016年から始まった就労体験の

場。地元農場で採れる100％
オーガニックフルーツを使った
アイスクリームの販売

• 時給11.75㌦。4〜9月限定。


